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【はじめに】 私たちは水面で自律運動する自己推進型イオンゲル粒子多体系の運動について報告して

きた。1)粒子はシャーレ内で互いに衝突を繰り返しながら運動し、粒子数 50,100 の系では時間経過にと

もなって集合体を形成し集団的な運動を継続した。本研究ではイオンゲル粒子多体系の数密度を変え

て観察・解析を行った結果を報告する。 

【実験】 EMIM-TFSI と Poly(VDF-co-HFP)を混

合し、顔料を加えて着色した自己推進型イオンゲ

ルを作製した。2)蒸留水を入れたシャーレ（φ 50, 

65, 100 mm）にφ1.5 mm のイオンゲル粒子 𝑛 

個（ 𝑛 = 3, 10, 25, 50, 100）を導入し、20 分間に

おける粒子の運動の様子を観察した。それぞれ

の系に色のみが異なる粒子を 3 個導入し、これら

の運動を追尾・解析した。 

【結果と考察】 Fig.1 にシャーレφ100 mm、𝑛  = 

100 の結果を示す。𝑡 = 0 s 直後は粒子は互いに

衝突しながらシャーレ全体に広がって運動してい

た（Fig.1a）。𝑡 = 600 s ではシャーレの中心付近で

集 合 体 を 形 成 し 集 団 的 な 運 動 を 継 続 し た

（Fig.1b）。1) 

Fig.2 に粒子の平均の速さの数密度依存性を

示す。粒子の速さはシャーレの直径φには依存

せず、数密度の増加にともなって減少した。Fig.3

に 𝑛 = 25 における多体系の重心からの RMS（二

乗平均平方根）の時間変化を示す。20 分間の観

察でφ50 では集合体が形成された。φ65 では集

合と離散が繰り返されて集合体の形成は見られ

ず、φ100 でも集合体の形成は見られなかった。

多体系の数密度が大きいほど集合体を形成しや

すいことが明らかになった。 
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Fig.1 Distributions of ion gels at (a) 0 s, (b) 600 
s. Each ion gel in aggregates in (b) is not 
completely stopped but in slight motion.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 Average speed vs. number density. 
Aggregates are formed   1.0 /cm2. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.3 Time evolution of RMS. 
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